
初級・中級の日本語学習者の文章表現について

―中国人留学生・韓国人留学生の事例―

秋 口 ま ど か 　 鄭 賢 煕

1 . 問題の所在と本稿の位置づけ

日本語学習者の 作文 は､ 短文を作成する際に は問題なく書けて い て も､ ある
一

定の まとま っ

た文章を書くと ､ わかりにく い 文にな っ て しまう こ とが多 い ｡ また ､ 日常会話 にお ける日本

語 に関 して は､ ま っ たく問題ない と考えられる留学生が ､ 客観的な文章表現が要求さ れる レ

ポ ー トな どを書く際 ､ 非常にわかりにくい 文章を書 い たりす る場合がある ｡ 池上(1983) は､

わか りにくい 文 にな っ て しまう理由と して ､ 1 . 全体構造の 視点が欠けて い る ､ 2 . 談話展

開を考慮 して善か れ て い な い ､ と い う 2 点をあげて い る ｡ また 田代 (1 9 9 5) で は ､ ｢ 中上級

日本語学習者の 文章表現 は､ 語嚢や文型が 豊か にな っ て く る
一 方で ､ 文意の伝 わりにくい も

の が増 えて い る ｡ また､ 文法的な誤りを訂正 してみ ても､ その 文章が日本語母語話者にと っ

て どこ か不 自然で わか りにくい もの になる こ とが ある ｡ + と述 べ て い る ｡

これ ら の先行研究を参考に ､ どの ような作文指導が留学生の レポ
ー トな どの 論文作成に役

立 つ 指導 になるかと いう こ とが ､ 筆者たちの 大きな研究テ
ー

マ で ある｡ よ っ て ､ 本稿 で は ､

こ の 研究テ ー

マ の 予備的な調査 として ､ 新潟大学の一留学生 の作文と日本人学生 の 作文の 分

析 ･ 考察を試み た ｡

2 . 調査の題材

音声の ない 3 分程度の 映像 ビデ オを利用 した ｡

ビデオの ス ト
ー

リ
ー

は以 下の とお りで ある ;

一 人 の男が車を運転 しなが ら､ 手洗に切手を貼ろうと して い る ｡ 切手を口の 中に入れて い

たとこ ろ､ 間違 っ て飲 み込んで しまう｡ それに気付かな い男はポス トの前で切手を貼ろうと

口 の 中を探すが切手 は見 つ か らない ｡ その 時､ 両手にたくさ んの 荷物を持 っ た女性が手紙を

入れ にや っ て来る｡ 男は女性を手伝うふ りを して手鏡を受け取り､ 女性が立 ち去 っ て か ら切

手をは がそうとする ｡ しか し､ 切手はなか なか はが れな い ｡ 車の エ ン ジ ン の蒸気を使 っ て 切

手をはがすことに成功する｡ 次に自分の 手続に貼ろうとするがの りがなく付かない ｡ ポケッ

トの 中にあ っ た飴を使 っ て切手を貼 る こ とが できた｡ 郵便屋さ んが回収 に来た の で ､ 男が 手

紙を出そうとすると先程 の女性がまた戻 っ てきた ｡

ち ょう どそ の時 ､ 女性 の 手紙が風で 飛ばさ れ女性の 足元に落ちる ｡ それ を見つ けた女性は

驚き､ 郵便屋さん に駆け寄 るが無視される ｡ 慌て た男 はポス トに隠れる ｡
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3 . 被 調 査 者

1 . 日本語学習者 (以下､ 学習者とする) :

新潟大学 (正規学部生､ 研究生及び大学院生) で学 ぶ初中級の 中国語母語話者10 名 (男

性 2 名 ､ 女性 8 名) 韓国語母語話者2 0 名 (男性1 1 名､ 女性 9 名) に協力 を得た ｡

学習者の レベ ル は､ 中国語母語話者は初級 5 名､ 中級以上 5 名､ 韓国語母語話者は初級

9 名､ 中級以上1 1 名である ｡ レ ベ ル分けの基準は プ レス メ ン トテス トによ っ て決め られる

大学の ク ラス を基準と した ｡

今 回の 調査 は中国語母語話者と韓 国語母語話者の み に しぼ っ た ｡ 日本語非母語話者を中

国母語話者と韓国語母語話者したの は ､ 新潟大学の 留学生 の稔数約4 20 人のうち ､ その 半

分が中国語母語話者で あり､ 次 い で多い の が韓国語母語話者であるの で ､ まず中国語母語

話者と韓国語母語話者の 文章表現に つ い て調査を行 っ た ｡

2 . 日本語母語話者 :

新潟大学の 学生1 0 名 (男性 5 名､ 女性 5 名) に協力を得た ｡

4 . 調査の内容

日本語母語話者､ 日本語学習者 ( 以下､ 学習者) それ ぞれ に 3 分程度の 音声の な い ビデオ

を 2 回見て もら い ､ そ の後 ､ ビデオ の 内容を4 0 0 字程度の 作文 に して 書 い て もら っ た｡ 作文

に は自分の 感情や感想 は
一

切入れずに ､ 内容 だけを書 い て もらうように指示 した ｡ 辞書 の使

用 は認めず ､ 内容 に関する質問に は
一

切答えなか っ た ｡ 書 い てもら っ た作文の
一

部分を抜粋

して ､ 日本語母語話者と学習者を比較 し､ テ形接続の 数､ 視点 ､ 日本語母語話者に多 い表現､

学習者 に多 い 表現を分析 した ｡ なお ､ 作文の
一

部 を抜粋 した理 由は ､ 全体 よりも焦点を絞 っ

て見 たほうがより展 開の 仕方や接続 の仕方を見 るの にわかりやす い と考えたか らで ある｡ そ

の抜粋 した部分は ､ 全体 の 中で最も複雑な場面展開であり､ 接続節も多く見られ ると こ ろ で

ある ｡

抜粋 した部分 :

｢ そ の 時､ 両手･にたくさ んの荷物を持 っ た女性 が手紙を入れ にや っ て来る ｡ 男 は女性を手

伝うふりをして手紙を受け取り ､ 女性 が立ち去 っ てか ら切手をはがそうとする｡ しか し､ 切

手はなか なか はがれ か ､ ｡ 車 の エ ンジ ン の蒸気を使 っ て切手をはがす こ とに成功する ｡ 次に

自分の 手紙に粘ろうとするが の りが なく付かな い ｡ ポケ ッ トの 中にあ っ た飴を使 っ て切手を

貼 るこ と が できた ｡+

-
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5 . 結果 ･ 分析

分析 にお い て は ①テ形接続 と連用接続 ､ ②視点､ ⑨日本語母語話者に多い 表現
･ 学習者

に多い 表現 ､ ④文の構成 につ い て の 四 つ の 点で分析を行 っ た ｡

5 . 1 . 学習者の テ形接続と連用中止形接続

複文に使用され る接続に は い ろ い ろ な種類があるが､ 中でもテ形接続と連用中止形接続が

日本語の 文章の 中で
一 番多く使わ れて い る ｡ 田代 ( 1 9 9 5) で は ､ 中国語を母語とす る日本語

学習者( 以 下 ､ 中国人学習者とする) の作文にお ける接続 で は ､ 日本語母語話者 と比較 して ､

テ形接続の 割合が非常に高く ､ 動詞連用形接続はあまり使用され ない と い う事が指摘され て

い る ｡ また ､ 学習者がテ形を多用する原因として は接続の 形式を用 い ずに文をつ な い で い く

こ とが で きる中国語 の接続を ｢ テ+ に置き換 えて い るか ら で あると述 べ られて い る｡ また ､

韓国語話者 ( 以下 ､ 韓国入学習者とす る) の 場合 ､ テ形に該当する い く つ か の母語が存在す

るため ､ テ形が多用され ると述 べ られて い る｡ さら に､ 韓国語と日本語と で は｢ テ+ の 意味､

用法にずれがあるため ､ 場合 によ っ て誤 っ た接続の 原因になりうる｡

今 回の 調査 にお い ても同 じよう な結果が 出た ｡ 日本語母語話者 はテ形接続よりも連用中止

形接続を多く用 い るの に対 して ､ 学習者峠､ テ形接続を用 い る傾向があ っ た｡ わ かりやす い

日本語 を書くため には連用 中止形接続と ､ テ形接続 の用法を理解 し､ 適切に使う必要が ある｡

寺村 (198 1) で はテ形接続と連用中止形接続の 違 い に つ い て は ､ テ形接続が話しことば的で

あるの に対 し､ 連用中止形接続 は書き言葉 で多く用 い られ る点 ､ また ､ テ形接続が前件 と後

件 が連続 で ある の に対 し､ 連用 中止形接 続は前後 が独立 して い る と述 べ られ て い る｡ 田代

(1 9 9 5) で は ､ 学習者が テ形接続を多く用 い る時の 問題点と して ､
一 文中で動作主体がか わ っ

た場合 は ｢ テ+ の接続で は不自然 になると述 べ て い る｡ ､ 今回の 調査で は学習者の 書い た作文

の 中に
一 文中に動作主体 がか わ っ た もの はなか っ た ｡

一 方､ 表 1 の ように ､ 日本語母語話者が連用形接続を多く用 い るの に対 して学習者 は極端

に少 なか っ た ｡ こ の 理由と して ､ 連用 中止形接続が テ形接続よ りも文語的な表現であると 日

本語話者自身が認識して い るからであると考える ｡
一

方､ 韓国語話者で連用中止形接続が見

られ る文は中級以上 だ けで はなく､ 初級 にも同 じ割合で見 られる ｡ それ は学習者も連用 中止

形接続が文語 的表現で ある と認識 して い るか らと考えられ る｡ しか し､ 実際に は連用中止形

接続を正 しく使用 で きて い ない ｡

作文指導におい て連用中止形接続の使用を多くする ように指導することが必要で あろうd

さ らに ､ 連用中止形接続 の正 しい使用の ため の 指導が必要で あろう ｡

表 1

日本語母語話者 中国語話者( 学習者) 韓国語話者(学習者)

① 連用中止形接続 2 3 個 テ形(継起) 19 個 テ形(継起) 3 9 個

(彰 テ形(継起) 1 3 個･ テ形( 原因 ･ 理由) 3 個 連用中止形接続
∴J
1 2 個

(彰 テ形( 手段)･ 2 個 連用中止形接続 7 個 テ形( 手段) 1 0 個
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5 . 2 . 視 点

視点に つ い て は､ 先行研 究で は視点を考える場合 ､ (視座) - 見る場所､ どこか ら見るの か ､

(注視点) - 見られ る対象､ ど こを見 る の か ､ と に分 けて分析す る こ との 必要性を述 べ て い

る ｡ (松木1 9 9 2) 田代 (1 9 9 5) は､ 視座 を決め る要素と して ､ 受身表現､ 授受補助動詞 ( -

てもらう､ -

てくれる ､ - て や る) ､ ｢ くれる ､ もらう､ あげる ､+ などの 授受動詞な どがあ

る構 文を手がか りと して見て い るが ､ 本稿は ､ 田代 (1 9 9 5) と渡遵 (1 9 9 6) の 方法を参考 に

以下の ように設定 した ｡

* 注視点につ い て :

･ 文 の 最初か ら最後まで
一 人の 人物の 動きに注目して い る場合を ｢ 固定注視点+ とする｡

･ 複数の 人物 の動きに注目して い る場合を ｢ 移動注視点+ とする ｡

* 視座に つ い て :

視座 の 決め方 は注視点と ｢ 視座の 手がかりとなる構文+ の有無によ っ て決まる ｡

｢視座の 手がか りと なる構文+ は ､ 受身表現 ､ 授受補助動詞 ( - てもらう､ - てくれ る､

- て や る) ､ ｢ くれ る ､ もらう､ あげる ､+ な どの 授受動詞が現れ る文とする ｡

① 注視点移動 で ､ ｢ 視座 の手が かりとな る構文+ がある場合 :

視座が ある登場人物 に寄 っ て い ると考える ｡

② 注視点移動で ､ ｢ 視座 の手が かりとなる構文+ がな い場合 :

視座が等距離で あると考える｡

③ 注視点固定 で ､ ｢ 視座の 手がか りとなる構文+ がある場合 :

視座がある登場人物に寄 っ て い る と考える ｡

④ 注視点固定で ､ ｢ 視座の 手がかりとなる構文+ がな い場合 :

視座が登場人物か ら遠 い 位置にあり 1 つ の焦点を持 っ て い ると考える｡

日本語母語話者の 作文を例に して注視点 ≪ ≫ と視座 【 】 を見て い く ｡

下線部 は ｢ 手が かりとなる構文+ で ある ｡

( 日本語母語話者 の作文例)

重 い 荷物を持 っ た女の 人が ､ 手洗を出そうと ポス トの 方 へ 歩い てきた ｡ ≪女の 人が注視点≫

【主人公か らの視座】 男は その 手紙を代 わりにポ ス トに入れ てあげるふりを して 【主人公か

らの視座】､ そ の 女の 人の手紙に は っ て あ っ た切手を取 ろうとする ｡ ≪主人公が注視点≫ しか

し切手が なか なか はがれ ない の で 自分の 車の ボ ン ネ ッ トをあけて蒸気で 無理夫理 はが し､ 粘

着力が なくな っ た切手 に､ なめ か けの あめをつ けて ､ なんとか無事 に自分の 手紙に切手をは

る ｡ ≪主人公が注視点≫

こ の 日不語母語話者の 作文で は ､ 注視点は≪奉の 人⇒ 主 人公≫と移動 して い る｡ 視座は｢ 手

がかりとなる構文+ フう, .ら主人公で ある｡ こ れと 同じ方法 で 日本語母語話者 ､ 中国人学習者､
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韓国入学習著す べ て の 作文を調 べ た ｡

文章表現 の場合は 口頭表現とは違 い 日本語母語話者､ 学習者ともに注視点は移動するが ､

視座は 日本語母語話者は主人公を視座に したもの が多く､ 学習者 は主人公以外を視座 に した

もの が多 い と い う こと が述 べ られ て い る ｡ ( 田代1 9 9 5)

今回の調査で は､ 日本語母語話者は移動注視点で ｢視座の 手がか りとなる構文+ フう､ ら視座

は主人公と いう結果が出た ｡ 学習者 の場合､ 中級学習者は日本語母語話者 と同 じで移動注視

点で ｢ 視座 の 手が かりとなる構文+ があり､ 視座 は主人公で あ っ た ｡
一

方､ 初級学習者 は移

動注視点 で あ っ た が ､ ｢ 視座の 手が か りとなる構 文+ は ほと ん ど見られ な か っ た ｡ 従 っ て ､

初級学習者 の視座は登場人物の い ずれか らも等間隔の位置 にあり中立な立場か ら文を書 い て

い ると言える ｡

こ の結果か ら ､ 初級学習者が 日本語母語話者と は違 っ た視座 か ら文章を書 い て い る こ と

が ､ 日本語母語話者が読ん だ時にわか りにくい 原因にな っ て い ると考えられる ｡

表 2

視 座 日本語母語話者 中国語母語話者 韓国語母語話者

主人公 8 人 5 人 1 0 人

中 立 2 人 5 人 10 人

5 . 3 . 日本語母語話者 に多い表現 ･ 学習者に多い表現

日本語母語話者の 多くが使 っ た表現 と して ､ ｢( 手紙を) 入れ るふ りをす る+ ｢ 蒸気 で切手

をは がす+ ｢ 切手をはがそうとする+ ｢切手を粘 る+ が ある ｡ これ らの表現は ほぼ全員 の 日本

人が書 い た ｡
一

方 で学習者は ｢ 切手 を貼 る+ 以外 の 表現は あまり使用 してお らず ､ 語嚢の不

足が考 えられ る ｡ 学習者 に多 い 表現 と して ｢ 切手を取 る+ ｢ 切手を粘 る+ が ある｡ 共通す る

もの と して ｢ 切手を貼 る+ が ある が､ こ れ は中国語 にも同 じ言葉が ある為と考えられ る｡ ま

た ､ 日本語母語話者は ｢( 手紙を) 入れ るふ りをする+ とい うとこ ろで ｢ふ りをして - + と

後 に続くように書 い て い るの に対 して 学習者の 多くは 二段 階にわけて書 い て い た ｡

中国語か らの影響と してポ ス トを ｢ 郵筒+ と書 い て い る人が ､ 学習者 に多く見 られた ｡ こ

れ は､ ｢ ポ ス ト+ フうミ日常 によく使 われ る語嚢で ある に も関わ らず学習者 ( 中国語母語話者)

が ､ カタ カナで書く語桑 (外来語) を使用せずに漢字で書こうとする傾向が原因の
一 つ にあ

ると思わ れる ｡ 韓 国人学習者の場合も母語 の影響を受けた表現が見られ た ｡ とくに初級の 学

習者に多く見 られ た が ､ 例えば ､ ｢ 女 の 人+ ､ ｢ 女性+ な どを韓 国語表現 で ある ｢ o] 斗+ をそ

の まま日本語の 表現にする こ とや ､ ｢ そ の とき+ ｢ その あと+ な どの 接続詞が多く見 られた ｡

それもおそらく韓 国語からの影響だと考えられる ｡ 中級以上 の学習者の場合多く見 られる表

現 は自動詞 ､ 他動詞の 使 い 分けが きちんと できて い ない こ とや 受身表現の 使 い 方の 誤用な ど

で ある ｡
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5 . 4 . 文の構成につ い て

次に ､ 文の 構成に つ い て 考察する ｡

内容を大きく分けて 3 つ に分ける こ と にする ｡ 1 つ 目は ｢ - 手枕を い れるふ りをする+ ､

2 つ 目は ｢切手 をはがす+ ､ 3 つ 目は ｢ 切手をはる+ に分けた ｡

それから､ この 3 つ を基 にしてそれぞれの 作文を分･類 した ｡ 分類 は以下の 通りである ｡

① - ふ りを して ､ と ろうとする ② ふ りをす る ⑨ ふりする ､ はがす

1 1 1

はがれない

J

はがす

④ ふりをする ､ はがそうとする

1

はがす､ は る

はがす はる

1

はる

表 3

(丑 (参 ⑨ ④

日本語母語話者 1 人 2 人 3 人 4 人

中国語母語話者 2 人 1 人 3 人

韓 国語母語話者 10 人 2 人 5 人

④は日本語母語話者 ､ 学習者共 に､ 多くの 人が使 っ た展開で ある｡ 日本語母語話者と学習

者を比較すると ､ 日本語母語話者の 場合 は前半と後半の 文の 量が大体同 じ位 で書 い て い る と

言える ｡ また ､ 文 の数も少ない ｡
一

方 ､ 中国人学習者の 場合 ､ 前半と後半の 文量の 差が大き

い傾 向がある ｡ 韓国人学習者 の場合は日本語母語話者と 同じく､ 前半と後半の 文量 はほぼ同

じで あ っ た が ､ 文の 数は平均 して 多か っ た ｡

③ は日本語母語話者に多く見られた展 開で あるが ､ こ れも前半 ､ 後半 で情報量が同 じであ

ると考えられ る｡ 初級の 韓国人学習者と 中国人学習者の 文に見られ るパ タ ー ン であ っ たが ､

語乗数や情報量が少なか っ た ｡

(彰は日本語母語話者､ 中国人学習者ともに 2 人ず つ であるが ､ 日本語母語話者は 3 つ に分

けた分量が だ い た い 同じだ っ た ｡ 韓国人学習者に 一 番多 い 構成で ､ 初級 ､ 中級 レ ベ ル ともに

多い ｡ また ､ 極端に文の 量がちがうもの が多く､ 全体と して文の 数も多い ｡ 中国人学習者も

同様の結果が出た ｡

これ らの 結果か ら ､ 日本語母語話者は文の 量の バ ラ ン ス が取 れて い るの に対 して ､ 学習者

は日本語母語話者と同 じように展開 して い たと して も中身の 文の量 の バ ラ ン ス が悪 い と言え

る｡ 中 ･ 上級話者の 中でも特に わかりやす い 判断され た作文はや はりバ ラ ンス が よか っ た ｡
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また ､ 初級者で あ っ て も少 しわか ると判断され た作文は文の 量の バ ラ ンス が取れ て い た ｡

6 . 作文指導に関す る課足

5 で行 っ た分析 か ら､ 作文指導に 関して ､ 以下の ようなこ とが言える｡

1 . テ形接続や連用接続に つ い ての指導の エ夫をしなければならない :

初級学習者は短文 レ ベ ル の 作文が多 い の で ､ 複文 の作文が書けるように指導を行わ なけ

れば ならない が､ 中級学習者になると ､ テ形接続が多くなり連用接続が少な い 傾向が ある

の で ､ そ れを改善する ような指導をしなければ ならない ｡

2 . 視座 につ い ては ､ 文を構成 して長 い文章を書く際に必要なもので あるので ､ ある程度視

座を意識草せ るような指導を実施しなければならない :

初級学習者の場合 ､ ｢ 視座 の て がかりと なる構文+ が非常 に少なか っ た の で ､ ｢ 視座の て

がか りとなる構文+ の要素で ある ､ 受身表現 ､ 授受補助動詞 (
- てもらう､ - てくれる ､

- てや る) ､ ｢ くれ る ､ もらう､ あげる ､ + な どの授受動詞な どを使 い さ らに､ 視座 を意識

させ る ような指導が必要で あると考える ｡ また ､ 中級学習者の 場合 は､ 今回の 調査 では ､

日本語母語話者 と変 わらな い 視座の 現れ方を した ｡

3 . 語嚢学習に関して は ､ 当然の ことなが ら､ 継続的に実施 して い か なければならない ｡

初級学習者は語嚢の不足 や不正確 さ の ため にわか りにく い 文を書 い て い た ｡ 同様に ､ 中

級学習者にお い ても､ ある表現を知らな い または知 っ て い ても使えない ことが､ わかりに

くさ の原因にな っ て い た ｡

4 , 文の畳 または情報量に つ いて のバ ラ ンス を ､ 作文指導の 中で提示 しなければならない ｡

自由作文の 場合 はその 人なり に重要だ と考える部分も異なり､ 文の 量の バ ラ ン ス を考え

る必要はな い と思うが ､ 今回の ように描写文を作文する時に は､ 情報量の すべ てをバ ラ ン

ス よく書 い て い くこ とが ､ 客観的に記述すると いう意味で重要で はない かと考える ｡

さ らに ､ 上述 の 4 点に付 け加えて 言える こ とは , わか りにくい と判断された初級学習者 の

作文を見て い くと､ 語桑の不足 ､ 語桑を適切 に使用して い ない ､ 情報量 の不足 ､ 単文が多い

な どの特徴 がある ｡ また ､ い く ら情報量が多くて も語嚢が正 しく選択され て い なけれ ばわか

りやす い作文 を書くこ と は できな い と い う こ と で ある｡ 語嚢は正 しく選択され て い て も情報

量が少ない とわ かりにくくなる｡ 先行研究セは ､ 初級学習者の 作文指導で も談話展開の仕方

を教える ことの 重要性を主張して い る ( 門脇 1999 な ど) ｡ しかし､ 語嚢の 導入 ､ 南桑の 適切

な使用､ 複文を作 らせ る､ な どと言 っ た従来か ら行 われて い る指導と ､ 長文と しての 談話展

開の 仕方の 指導の 両方をバ ラ ン ス よ く同時 に して い く必要が ある と考 える｡ 具体的に言 え

ば ､ 初級段階か ら ､ 短文 レ ベ ル の 作文指導と長文 レ ベ ル の作文指導の 両方を行 い ､ 短文 レ ベ

ル で は正確さを中心に指導を行い ､ 長文レベ ルで は文の 結束性などとい っ た談話レベ ル の指

導を行 っ て い く こ とが ､ 作文技術 を高め るこ と に つ なが ると考える ｡
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7 . 今後の課題

本稿 は ､ 予備的な調査で あ っ たため ､ デ ー

タ数も少なく､ また ､ 中国語母語話者､ 韓国語

母語話者だ けの デ ー タ で あ っ た ｡ 今後､ デ ー

タ数を増や し､ また ､ 中国語 ､ 韓国語以外 の母

語の留学生 の デ
ー

タも集め ､ 分析を進め て い きた い ｡

また ､ ｢ わ かりにく さ+ に つ い て ､ 何が 要因で ｢ わ かりにくさ+ を産むの か も明確 に して

い きた い ｡ さ ら に､ 語嚢的に
‾
も文法的にも間違 っ て い な い の に､ 日本語母語話者が読むとな

ん と なく ｢ 不自然+ に感 じる作文もあるが ､ ｢ わ かりにくさ+ と 同時に ｢ 不自然さ+ に つ い

ても､ 両者の 相違点等の 研究をすすめて い きた い ｡
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